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「 卒業生の皆さんへ 保護者の皆様へ」

卒業おめでとう。卒業式の日から数日たちましたが、まだ実感が湧きません。今日も皆さん

が眠そうな目を擦りながら登校してくるような気がしています。朝起きて「今日はホームルー

ムで何を話そうか」と考えた後、ふと我に戻ってさみしくなります。冗談で「もう１年いても

いいんだぞ」と話したことは、半分本気であり、もっといて欲しいという願望でした。繰り返

しになりますが、皆さんと会えなくなるのは本当にさみしいです。

人は分からないことを恐れます。明るい道では状況が分かることにより安心し、暗い道では

状況がよく見えないことで不安になります。死後や妖怪の類いを恐れるのは実態がよく分から

ないからです。同様に、過去をよく回想するのは何が起こったのか理解しているからで、未来

を恐れるのは何が起こるのか分からないからです。

卒業生の皆さん、ぜひ勇気を振り絞って未来に挑戦してください。周りにはチャンスが溢れ

ており、何だってできる世界が広がっています。上手くいくことばかりではありませんが、そ

れにも屈せず、努力する姿を期待しています。行き詰まった時は遠慮なく高校でともに過ごし

た仲間を頼り、地元に帰ってきて休息してください。私は、人情深く純粋な皆さんが大好きで

す。これからも、『人に優しく』『健康第一』に過ごしてください。

保護者の皆様、お子様のご卒業、誠におめでとうございます。お陰様で、何とかお子様達を

無事に卒業させることができ、ひと安心しております。ご心配やご苦労が絶えなかったことと

察しますが、生徒達はきっと逞しく人生を歩んでいくと信じております。今後も事の有無に関

わらず、お気軽に学校までご連絡いただければ幸いです。３年間温かなご支援とご協力をいた

だき、誠にありがとうございました。

３学年主任・１組担任 中村 努

「 ありがとう 」

卒業おめでとう。今、みなさんは４月からの新生活に向けて、期待と不安の入り混じる中、

様々な準備に追われている頃でしょうか。この仕事をしていてよく思うのは、「若いっていい

な、エネルギーがあるって素晴らしいことだな」ということです。確かに、人間いくつになっ

ても、何かに挑戦することはできます。しかし一方で、若いうちにしかできないこと、若いう

ちだからこそできることというのも、確実に存在していると私は思います。私たちがもうなく

してしまったかもしれない強いエネルギーを、みなさんは今持っています。「高校生時代も楽

しかったけど、今の方がずっとずっと楽しい！」と言えるような人生を送るために、まずは何

事にも体当たりで積極的にぶつかっていくような人になってほしい。私はそう思っています。

最後に、私にとっては２年間でしたが、たくさんの思い出をありがとう。この学年に入って、

このクラスの担任ができて、本当に良かった。これからもずっと、皆さんの活躍を応援してい

ますよ。また、保護者の皆様方も、色々と至らぬ点もあったかと思いますが、温かく見守って

いただきまして、誠にありがとうございました。

２組担任 中野渡 信哉

「 離任式について 」

３月２６日(火)１０：００開始です。卒業生は希望者のみの参加となります。参加する場合

は登校後、第２生徒会館で待機してください。

【 ※時間が早まることがあるので９：３０など少し早めに来てください。 】


